
人権・同和教育シリーズ

有
料
広
告

三月三日に思う
西条市人権文化のまちづくり審議会
委員　越智基博

全ての人が平等に生きるために
　今からちょうど100年前の1922年（大正11年）
3月3日、京都の旧岡崎公会堂において、日本
で最初の人権宣言が声高らかに発せられました。
「全国水平社創立宣言」です。当時、厳しい部
落差別からの解放を求め、全国から集まった
人々による「全国水平社創立大会」で読まれた
ものです。
　宣言は、不当な差別を受けてきた人々の差別
からの解放を求める熱い思いがつづられている
だけでなく、世の全ての人があらゆる差別を受
けることなく、人間の平等と、人間らしく生
きていける社会の実現を願ったものなのです。
「人の世に熱あれ　人間に光あれ」とうたわれ、
「全国水平社創立宣言」は100年経った今でも
色あせることなく輝きを放っています。
　今、多くの皆さんは、差別があってはならな
いという考えを持っていると思います。しかし、

差別をなくそうとする気持ちや行動に対しては、
残念ながら全ての皆さんが同じような意識を持
っているとは思えません。だからこそ私は、部
落問題をはじめとするさまざまな人権問題につ
いて、まず正しく知って正しく理解することが
大切だと思っています。正しく理解しているこ
とが、正しい判断につながり、偏見や思い込み
にとらわれた心貧しい生き方をしない基礎にな
るものと考えています。

社会の温度で差別の「雪」を融
と
かす

　部落差別をはじめさまざまな形の人権侵害は、
計り知れない重さでのしかかってきます。まる
で雪中の竹のように、人々は耐えながら生きて
います。社会全体が「差別や人権侵害を許さな
い」という温度を少しでも上げることで、その
雪を融かしてくれるものと思います。今は３月、
雪を融かす春はもうそこまで来ています。

元小学校長。前氷見
交友会館長。昨年の
２月から、西条市人
権文化のまちづくり
審議会委員に就任。

西条市公式YouTubeで人権啓発動画を公開しています
　コロナ禍で各種イベントが中止となる中、啓発活
動の歩みを止めないよう、「NPO法人プロジェクト
2008」 の皆さんが啓発動画を制作しました。今後も
引き続き動画を作成し、市公式YouTubeにて公開
する予定です。ぜひご覧いただき、人権について考
えてみませんか。

動画は
こちら▶
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